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生活科に関する大学生の意識についての考察

A Study on University Students'Consciousness of Living 
Environment Studies 

＊ 

樋口昇
HIGUCHI Noboru 

1 問題の所在
平成元年3月、小学校学習指導要領告示及び学校教育法施行規則の改正により、小学校低学年

の教科として，生活科が正式に位置付けられた。その後、 2回の改訂を経て、 3回目の改訂となっ

た平成 29年3月に公示された小学校学習指導要領解説生活編では、「言葉と体験を重視した前回

の改訂の上に，幼児期の教育とのつながりや小学校低学年における各教科等における学習との関

係性，中学年以降の学習とのつながりも踏まえ，具体的な活動や体験を通して育成する資質・能

カ（特に「思考力，判断力，表現力等」）が具体的になるよう見直すこと」と明示され、改訂の

基本的な考え方が示された。

一方、これまでの生活科改訂の過程では、各学校における生活科の現状を分析し、そこから見

いだした課題を基に改訂の議論が行われている。平成 18年 7月の中央教育審議会初等中等教育

分科会教育課程部会（第 42回）では、生活科の課題として「学習活動が体験だけで終わってい

ること、体験活動を通して得られた気付きの質を高める指導が十分に行われていないこと、表現

の出来映えのみを目指す学習活動が行われる傾向があり、思考と表現の一体化という低学年の特

質を生かした指導が行われていないこと」などが指摘されている。このことについては、平成 29

年3月に公示された小学校学習指導要領解説生活編では「「活動あって学びなし」との批判があ

るように，具体的な活動を通して， どのような思考力等が発揮されるか十分に検討する必要があ

る。」とし、課題解決を求めている。

こうした経緯の中で、学習者として生活科の授業を受けてきた小学校教員志望の大学生の生活

科に関する意識を調在し、その傾向の分析が行われている。

下木戸 (2016)は、生活科に関する好き嫌い、心に残る生活科の活動、生活科を学ぶ学年につい

て大学生の意識を調査し、野田・永田 (2005)の調査結果と比較し報告している。伊藤 (2017)は、

下木戸 (2016)の調査項目に加え、生活科で身に付いた力、生活科で身に付く大切なもの、生活科

を学んで役に立ったこと・良かったことついて大学生の意識を調査し報告している。松永(2018)は、

生活科に関するイメージ、記憶に残っている生活科の活動、生活科で身に付いたこと、生活科の
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教科としての特徴について大学生の意識を調査し報告している。

本研究では、これまでの研究成果を踏まえ、大学生の学習者としての生活科に対する意識を調

企・分析する。さらに、これまで報告のなかった学習者としての経験が、指導者としての生活科

に対する意識にどのように影響しているか、大学で初等生活科指導法を学んだ学生が生活科に対

してどのような意識をもっているかを調査・分析し明らかにしていく。

2 研究の目的
大学生の学習者としての生活科に対する意識を調査・分析するとともに、その意識が、指導者

としての生活科に対する意識にどのように影響しているかを明らかにする。また、指導者になる

ことを想定した場合の大学生の生活科に対する意識を調査・分析することにより、教員養成課程

における生活科指導法等に関する指導の充実・改善に資することを目的とする。

3 研究の方法
3.1調査対象・実施時期・方法等

小学校教員免許取得希望の大学生を対象に実施し 49名から回答を得た。大学における「初等

生活科指導法」の第 13回にアンケートを提示し、平成 30年12月下旬から平成 31年1月初旬ま

でに電子媒体で提出を求めた。教貝養成カリキュラムの中で、本授業以前に生活科の授業は未習

である。

「各教科の具体的な展開に関する意識」については4件法で回答を求めたが、それ以外は、自

由記述により回答を求めた。

3.2調査内容

質問内容は以下の通りである。 (2)• (3)については、松永(2018)の質間内容を参考に作成した。

(1) 各教科（国語·社会·算数·理科•生活）の具体的な展開に関する意識

(2)小学校の生活科に対するイメージ

(3)小学校の生活科で身に付いたこと

(4)生活科指導で難しいと感じる点

(5)生活科指導が他教科の指導と共通すると感じている点

(6)生活科指導が他教科の指導にプラスの影響を与えると感じている点

3.3調査結果の分析

質問紙調査については、形態素解析 (KHCorder使用）を行い、頻出語のうち回答の傾向を反

映していると判断する語旬を抽出し分析した。

4件法を用いた「各教科の具体的な展開に関する意識」については、生活科に関する意識と他

の4教科に関する意識を比較して分析するとともに、調査結果の相関を求め分析した。また、「生

活科の具体的な展開に関する意識」については、肯定的に回答している学生群と否定的に回答し

ている学生群に分け、調査内容 (2)・(3)の頻出語のうち回答の傾向を反映していると判断する語

旬を抽出し分析した。
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4 調査内容 (1)～（3)の結果
4.1調査内容 (1)「各教科の具体的な展開に関する意識」

2年進級時（各教科の指導法を未習の状態）に、 5教科の具体的な指導について、どの程度想

像できたかを 4件法（想像できる、ある程度想像できる、あまり想像できない、想像できない）

で調査した結果、生活科に関する意識は、「想像できる」とする回答割合、「想像できない」とす

る回答割合ともに他の4教科に比べて高く、「ある程度想像できる」、「あまり想像できない」と

する割合が他の4教科に比べて低く、意識が大きくかい離している傾向がある。

口想像できる 距ある程度、想像できる 函あまり想像できない

14.3 : ： : : : : 53.1 : ： : ： ： ： 
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図4-1-l 各教科の具体的な展開に対する意識

臨想像できない

本調在のうち、生活科について「想像できる」・「ある程度想像できる」と回答した学生（肯定

的回答群）のみを抽出し、他の4教科の意識を分析してみると、国語・社会に関しては肯定的に

とらえているものの、算数・理科に関しては否定的に捉えている傾向がある。

ロ想像できる

国語

箆ある程度、想像できる 図あまり想像できない 竪想像できない
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図4-1-2 各教科の具体的な展開に対する意識 【肯定的回答群】

本調杏のうち、生活科について「あまり想像できない」・「想像できない」と回答した学生（打

定的回答群）のみを抽出し、他の4教科の意識を分析してみると、全般的に否定的にとらえる傾

向があるが、中でも、社会・理科に関して否定的に捉えている傾向がある。

ロ想像できる 蕊ある程度、想像できる 固あまり想像できない 圏想像できない
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図4-1-3 各教科の具体的な展開に対する意識 【否定的回答群】
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本調査における各調奔項目結果の相 表 4-1-4 調査結果の相関

関を求めると、生活一国語 (0.56)及び 国語 社会 算数 理科 生活

生活一社会 (0.48) には 正の相関が認 0 45 

められる。また、生活ー算数 (-0.28)
-0  13 -0  11 
-0  05 0 02 0 46 

には低い負の相関が認められる。
0 56 0 48 -0  28 | 0 11 

4.2調査内容 (2)「小学校の生活科に対するイメージ」

ここでは、調査内容 (1)「生活科の具体的な展開に関する意識」において、肯定的に回答してい

る学生（肯定的回答群）と否定的に同答している学生（否定的回答群）に分け、調査内容 (2)の

頻出語のうち回答の傾向を反映していると判断する語旬を抽出し分析した。なお、学生によって

は同一の語旬を複数回使用している場合もあることから、抽出語の語数は回答人数を上回ること

もある。そのため、抽出語の割合（それぞれの全回答人数に対する割合）は、 100％を超えるこ

ともあるが、語旬の使用頻度を把握するために表記した。

表 4-2-1 小学校の生活科に対するイメージ

抽出語
肯定的回答群(25名） 否定的回答群(24名）

語数 割合 主な記述 語数 割合 主な記述

教師と児童が一体となり学ぶこと ノ1日しギ里 地域や身の回りの人々と関わりながら学ん

,..., 子ふ＿. 16 64.0 
が主体的に学びを得ようとすることを促す

1 6 66.7 
でいく 遊びの中から学ばせるイメージ

ことが出来る教科 実際に自分で経験し 教師自身が学ぶ必要がある 実践的に

て学ぶ活動のイメージ 物事を学んでいく科目

学校外で活動を行ったりと授業らしくない 他の教科に比べて比較的に自由度が高く

授業 15 60.0 
授業 自分の自然な気付きが一番授業

1 1 45 8 
授業を設定する際に様々な工夫が必要

に反映されるイメージ 子どもたちにとっ 学校の周辺の地域へ実際に足を運んでい

て楽しい授業 ＜授業

体験型で班単位で活動する 座学だけ 自然や地域の活動に触れ合う 遊びに

活動 8 32.0 でなく具体的な活動を通して実際に自分 7 29 2 近い活動もある 実際に探検に出て調べ

で経験して学ぶ活動のイメージ に行くような活動的なイメージ

体験して学ぶ 体験をすることができる 体験型学習のような形が望ましい 活動

体験 5 20.0 授業 体験することを通して学ぶ教科 3 12.5 や体験などを行い、それを学びに繋げて

体験的に学ぶ場 いくような特徴が強い教科

勉強 3 12.0 
勉強という感じはしなかった 勉強しない

2 8.3 
あまり勉強というイメージはない 勉強科

でいい教科 目というより遊びに近い科目

知識というより実践的・感覚的に必要な教 生きていくうえで必要な知識を得る 子ど

知識 6 24.0 科 生きていくために必要な習慣や知 6 25.0 もたちが生活に必要な知識や技能を習得

識・技能を身につけることが出来る教科 する科H

遊び 1 4.0 
授業らしくない授業あるいは遊びのような

4 16 7 
遊びの中から学ばせるイメージ 遊びに

授業といったイメージ 近い活動もある 遊びのような活動もある

理科と社会の中問のような科目 理科や
理科や社会を学習する前の段階の教科

理科 10 40.0 
家庭科に近いようなイメージ

6 25 0 理科につながる科目 社会や理科と似
ている内容を扱うのではない

国語や算数などとは違い、自分の自然な
国語・算数などの他教科と比べると印象が

算数 1 4.0 4 16 7 薄い 算数などのように何かを学習したと
気付きが一番授業に反映されるイメージ

いう印象はない

調査の結果、語旬の使用頻度については、肯定的同答群と否定的回答群の間に差異は見られな

い。一方、否定的回答群の記述内容には、「他教科に比べ自由度が高く、教師自身が学びを深め

る必要がある」、「理科・社会とも異なりモデルが存在しない」、「学習というイメージが薄い」な




